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八戸学院 NEWS〈CLOSE UP ！〉

光星高

講義は約 300 名の学生が聴講

建学の精神
「神を敬し、人を愛する」

カトリックの精神に則る道徳教育を施
し、高尚なる人格の完成を期し、現代社
会が要請する有為の人材を育成すること
をもって目的とする。  （寄附行為 第３条）

	 3	 八戸学院大学で大島前衆院議長が講義を担当
	 	 創造力を持って挑戦を

	 4	 ３年ぶりの修学旅行

	 6	 行政機関×高等教育機関　階上町

	 8	 八戸学院スポーツ局主催
	 	 八戸学院スポーツチャレンジ2022
	 	 八戸学院スポーツクリニック2022

	10	 研究室訪問
	 	 言語と異文化理解が世界をつなぐ

	12	 「八戸学院冬物語」

	14	 八戸学院TOPICS

	16	 ステラが行く

	17	 ステラ・フォーカス

	18	 理事長散策

表紙
　想像力や表現力など、様々な力を伸ばす
絵画。八戸学院第二しののめ幼稚園の子
どもたちは、絵を描くことが大好きです。
　今年度も、多くの絵画コンクールに入選
しました。

●八戸学院大学
　TEL 0178-25-2711
●八戸学院大学短期大学部
　TEL 0178-25-4411
●八戸学院地域連携研究センター
　TEL 0178-25-2789
●八戸学院図書館
　TEL 0178-30-1695
●八戸学院光星高等学校
　TEL 0178-33-4151
●八戸学院野辺地西高等学校
　TEL 0175-64-4166
●八戸学院幼稚園
　TEL 0178-34-5765
●八戸学院聖アンナ幼稚園
　TEL 0178-45-3670
●八戸学院第二しののめ幼稚園
　TEL 0178-25-2488

https://kosei.hachinohe-u.ac.jp/

vol.65

公式キャラクターに採用

　

八
戸
学
院
大
学
の
「
地
域
文
化
論
」
に
お
い
て
、
前
衆
院

議
長
の
大
島
理
森
氏
に
よ
る
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
島
氏
は
、
縄
文
時
代
か
ら
現
在
ま
で
の
日
本
や
青
森
県
の

歴
史
を
踏
ま
え
な
が
ら
日
本
の
転
換
期
を
説
明
。「
人
間
が
社

会
に
働
き
か
け
て
何
か
を
作
り
出
す
こ
と
が
創
造
力
で
あ
り
、

文
化
だ
と
思
う
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、政
治
も
文
化
の
一
つ
」

と
述
べ
、
自
身
の
政
治
経
験
を
語
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
球
環
境
や
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
も
触

れ
「
時
代
は
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
新
し
い
時
代

の
流
れ
に
創
造
力
を
持
っ
て
挑
戦
し
、
新
し
い
文
化
を
つ
く
っ

て
ほ
し
い
」
と
学
生
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

八戸学院大学で大島前衆院議長が講義を担当

創造力を持って挑戦を

　青森県をエリアとする国際ロータリー第2830地区で行わ
れたキャラクターデザインコンクールにおいて、八戸学院
光星高等学校のインターアクトクラブが作成したデザイン
が最優秀賞に輝きました。
　「そのキャラクターに出会ったとき、子どもも大人も、誰
もが笑顔になる」をコンセプトに、少しあどけない表情や
着用しているタキシード・帽子が日ごろお世話になってい
る ロ ー タ リ ア ン の
方々の優しさや品格
を表したものになっ
ています。

　このデザインは、2023 年～ 2024 年の国際
ロータリー第2830地区の公式キャラクター
として使用されます。
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3年ぶりの修学旅行 【光星高校編】【野辺地西高校編】

自主研修で女子に人気だった着物体験

12/19（月）  清水寺
12/20（火）  京都（班別自主研修）
12/21（水）  金閣寺＝嵐山＝なんばグランド花月
12/22（木）  ユニバーサルスタジオジャパン
12/23（金）  天保山：海遊館

11/28（月）  清水寺
11/29（火）  京都（班別自主研修）
11/30（水）  姫路城＝平岡農園＝神戸南京町散策
12/  1（木）  ユニバーサルスタジオジャパン
12/  2（金）  カップヌードルミュージアム

普通科スポーツ科学コースは沖縄へ！！【1/16～1/20】

スキューバダイビングを体験してPADIのダイビングライセンス（Cカード）の取得に挑戦

　
修
学
旅
行
出
発
前
に
行
わ
れ
た
結
団
式

で
は
、新
生
徒
会
長
の
佐
々
木
凛
君
が「
こ
の

旅
行
を
通
し
て
、集
団
行
動
で
学
習
す
る
意

義
を
理
解
し
、友
達
と
の
思
い
出
づ
く
り
を

楽
し
み
た
い
。修
学
旅
行
実
施
に
向
け
て
尽

力
し
て
い
た
だ
い
た
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
、最
高
の
修
学
旅
行
に
し
た

い
」と
述
べ
ま
し
た
。

世界遺産の枯山水庭園

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ

り
、実
施
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、事
前
準
備

を
十
分
に
整
え
た
こ
と
も
あ
っ
て
感
染
者
が

出
る
こ
と
な
く
無
事
に
４
泊
５
日
の
日
程
を

終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
京
都
で
は
、各
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
の
自

主
研
修
と
な
り
、事
前
に
計
画
し
て
い
た
コ
ー

ス
を
周
っ
て
京
都
の
歴
史
や
文
化・街
並
み
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　
ユニバ
ー
サ
ル
ス
タ
ジ
オ
ジ
ャ
パ
ン
で
は
、期
間

限
定
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョン
を
は
じ
め
、様
々
な
ア

ト
ラ
ク
シ
ョン
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
行
事
が
延
期
・
中
止
と
な
る
こ
と
が
多
い

中
、高
校
生
活
の
思
い
出
の
１
ペ
ー
ジ
を
刻
む

こ
と
が
で
き
た
修
学
旅
行
と
な
り
、本
当
に

良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

平岡農園でのみかん狩り　あま～い！

世界に一つだけのカップラーメンが完成

見上げたもんだぜ姫路城
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シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
運
動
器
症
候
群
）
や
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
代
謝
症
候
群
／
生
活

習
慣
病
）
の
予
防
に
つ
な
げ
、ひ
い
て
は
よ
り
健

康
で
豊
か
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
そ
の
も
の
を
全

国
的
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
お
り

ま
す
。
加
え
て
、町
民
を
対
象
と
し
た
歩
数
計
に

よ
る
運
動
量
測
定
や
分
析
、
町
民
文
化
祭
で
の

健
康
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
の
開
設
、
学
生
が
考

案
し
た
体
操
教
室
の
開
催
等
で
連
携
が
な
さ

れ
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
そ
し
て
健
康
長
寿
に

寄
与
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、当
町
の
2
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
臥
牛

山
ま
つ
り
」
と
「
い
ち
ご
煮
祭
り
」
に
は
、音
楽

ラ
イ
ブ
や
ダ
ン
ス
、
着
ぐ
る
み
シ
ョ
ー
な
ど
学

生
の
皆
さ
ん
か
ら
ス
タ
ッ
フ
・
出
演
者
と
し
て

参
加
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
に

も
、
町
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
お
け
る
ポ
ス
タ
ー
や
パ

ネ
ル
作
製
、
防
犯
・
交
通
安
全
少
年
球
技
大
会
や

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
、
読
み
聞
か
せ
へ
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
協
力
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
有
識
者
会
議
を
は
じ
め
各
種
審
議
会
へ

の
委
員
と
し
て
の
参
画
等
、
こ
れ
ま
で
そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
で
連
携
し
て
き
た
実
績
を
、
大
学
・
短

大
か
ら
連
携
し
て
い
た
だ
い
た
人
数
で
表
す
と

延
べ
１
１
０
０
人
を
超
え
る
方
々
が
尽
力
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
取
組
に
よ

学生が参加した健康ウォーキング八戸学院大学教員によるアブラメブランド化のワーキング

り
、
大
学
・
短
大
か
ら
多
く
の
「
人
財
」
と
「
知

識
」
を
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、当
地
域

に
お
い
て
も
学
生
の
若
い
活
力
に
よ
る
ま
ち
の

魅
力
向
上
や
若
者
の
ま
ち
づ
く
り
参
画
に
つ
な

が
っ
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

～
デ
ジ
タ
ル
に
よ
る
地
方
創
生
と
大
学
へ
の
期
待
～

　

現
在
、人
口
減
少
社
会
を
迎
え
、地
方
の
過
疎

化
や
地
域
産
業
の
衰
退
な
ど
の
大
き
な
課
題
に

加
え
、
近
年
は
テ
レ
ワ
ー
ク
の
普
及
や
若
年
層

の
地
方
移
住
へ
の
関
心
が
高
ま
る
な
ど
、
社
会

情
勢
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、デ
ジ

タ
ル
技
術
は
急
速
に
進
歩
し
、
人
々
の
生
活
に

広
く
活
用
さ
れ
る
段
階
に
移
行
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。

　

国
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
地
方
創
生
の
取
組
に

デ
ジ
タ
ル
の
力
を
活
用
し
て
加
速
さ
せ
、
デ
ジ

タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
が
掲
げ
る
「
全
国
ど

こ
で
も
誰
も
が
便
利
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
社

会
」
を
目
指
し
、国
と
地
方
が
役
割
を
分
担
し
な

が
ら
、
東
京
圏
へ
の
過
度
な
一
極
集
中
を
是
正

し
て
多
極
化
を
図
り
、
地
方
の
社
会
課
題
解
決

を
成
長
の
原
動
力
と
し
、
地
方
か
ら
全
国
へ
と

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
る
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。

　

当
町
に
お
い
て
も
、
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国

家
構
想
を
実
現
す
る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
が
抱
え
る
社
会
課
題
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
地

域
の
個
性
や
魅
力
を
生
か
す
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
を

掲
げ
た
新
た
な
地
方
版
総
合
戦
略
を
策
定
し
、

地
域
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

八
戸
学
院
大
学
及
び
八
戸
学
院
大
学
短
期
大

学
部
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き
続
き

県
南
地
域
の
高
等
教
育
機
関
と
し
て
、
地
方
の

未
来
を
創
る
人
材
の
育
成
に
と
ど
ま
ら
ず
、
デ

ジ
タ
ル
化
の
進
展
に
対
応
し
た
地
域
社
会
の
構

築
の
た
め
に
、町
と
大
学
と
が
持
つ
「
人
財
」
と

「
知
識
」
を
活
用
で
き
る
よ
う
連
携
を
密
に
し
、

地
域
課
題
の
発
見
と
解
決
支
援
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
今
後

と
も
町
政
へ
の
よ
り
一
層
の
御
支
援
と
御
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

～
階
上
町
と
八
戸
学
院
大
学
と
の
つ
な
が
り
～

　

階
上
町
と
八
戸
学
院
大
学
と
は
、
八
戸
大
学

の
時
代
か
ら
幅
広
い
分
野
で
つ
な
が
り
が
あ

り
、
最
初
に
連
携
し
た
取
組
は
、「
生
涯
学
習
事

業
」で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
当
町
の
生
涯
学
習
事

業
は
、
平
成
6
年
度
に
開
催
し
た
生
涯
学
習
ま

ち
づ
く
り
推
進
本
部
で
の
研
修
会
に
お
い
て
、

八
戸
大
学
か
ら
「
生
涯
学
習
と
行
政
の
関
わ
り
」

に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
い
た
こ
と
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
多
く
の
御
支
援
や
御

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
令
和
2
年
度
に
は

町
制
施
行
40
周
年
記
念
事
業
と
し
て
「
生
涯
学

習
元
気
ま
ち
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
、町
民
へ

の
情
報
発
信
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
も
学
習
活

動
を
通
し
て
生
涯
学
習
の
視
点
か
ら
町
民
自
身

が
輝
け
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

～
連
携
協
定
が
も
た
ら
し
て
く
れ
た
も
の
～

　

平
成
25
年
3
月
19
日
に
八
戸
大
学
（
現
八
戸

学
院
大
学
）
と
連
携
協
力
に
関
す
る
協
定
書
を

結
び
、
健
康
レ
シ
ピ
の
作
成
や
ジ
ェ
ラ
ー
ト
の

開
発
、
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
運
営
な
ど
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
が
、平
成
27
年
3
月
26
日
に
は
、八

戸
学
院
大
学
、八
戸
学
院
短
期
大
学
（
現
八
戸
学

院
大
学
短
期
大
学
部
）
と
新
た
に
連
携
協
力
に

関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
協
定
で
は
、そ

れ
ぞ
れ
の
保
有
す
る
ま
ち
づ
く
り
、
健
康
づ
く

り
及
び
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
情
報
、
ノ
ウ
ハ
ウ

等
を
用
い
て
相
互
に
協
力
し
て
、
生
涯
学
習
の

推
進
と
地
域
住
民
の
健
康
増
進
、
ス
ポ
ー
ツ
活

性
化
に
よ
る
社
会
発
展
に
貢
献
す
る
な
ど
、
幅

広
い
分
野
で
連
携
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。

　

健
康
づ
く
り
に
関
す
る
事
業
で
は
、
人
間
健

康
学
部（
現
健
康
医
療
学
部
）熊
谷
ゼ
ミ
に
お
い

て
、壮
年
期
死
亡
の
減
少
、健
康
寿
命
の
延
伸
及

び
生
活
の
質
（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）
の
向
上
を
目
的
に
、階

上
岳
の
活
用
の
提
案
を
し
て
い
た
だ
き
、「
自
然

を
使
っ
た
健
康
増
進
活
動
」（
階
上
岳
散
策
の
効

果
）
の
調
査
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
調
査
方
法

は
、
階
上
岳
8
合
目
の
大
開
平
か
ら
頂
上
ま
で

標
高
差
１
１
２
ｍ
を
往
復
約
1
時
間
か
け
て
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
前
後
、
自
律
神
経
活
動
の
指
標

と
し
て
「
血
圧
・
心
拍
数
測
定
」
を
、
精
神
的
ス

ト
レ
ス
の
指
標
と
し
て
「
唾
液
ア
ミ
ラ
ー
ゼ
活

性
測
定
」
と
「
心
理
的
ス
ト
レ
ス
反
応
測
定
尺

度
」
の
計
3
種
類
を
、
座
位
で
測
定
し
ま
し
た
。

測
定
の
結
果
、
す
べ
て
の
数
値
が
ほ
ぼ
優
位
に

低
下
し
て
お
り
、
階
上
岳
散
策
は
年
齢
に
関
係

な
く
ス
ト
レ
ス
軽
減
効
果
が
あ
っ
た
と
結
論
付

け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
、ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ

行政機関

×

高等教育機関

階上町

町　長  荒谷　憲輝

1970（昭和45）年生まれ
1987（昭和62）年　仙台工科専門学校卒業
2015（平成27）年　階上町議会議員（２期）
2021（令和３）年　 階上町長

八戸学院大学短期大学部ダンスサークルによるステージ

八戸学院大学短期大学部幼児保育学科の学生による読み聞かせ
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八戸学院スポーツ局主催
八戸学院スポーツチャレンジ2022／ 八戸学院スポーツクリニック2022

  今年度は、運動初心者向けに運動することの楽しさを体験できる場として、八戸学院ス ポーツチャレンジを開催。「かけっこ」「運動基礎」「ボルダリング」の教室を実施しました。
また、八戸学院スポーツクリニックでは、パフォーマンスの向上、思考力の向上、そして、人間力の 向上を図ることを目的に「野球」「サッカー」「陸上競技」を実施し、多くの小・中学生が参加しました。

八戸学院トレーニングセンターに設
置されているボルダリングウォール
を使用して、基礎的な動きを体験し
ました。

ボルダリング教室

早く走るために、足の運び方や正し
いフォームを指導。最後は大学陸上
競技部の選手と一緒に、鬼ごっこを
して速く走れることを実感しました。

かけっこ教室

リズミカルに跳ぶためのステップ
ワークを練習した後、障害物コース
に挑戦。障害物をテンポ良く飛び越
えた参加者は、最後にポーズ決めて
ゴールできました。

運動基礎教室：跳ぶ

高く上げたボール、横から投げた
ボールを捕ることに挑戦。ラグビー
ボールは捕ることが難しく、はじめ
は戸惑っていた参加者も最後は上手
に捕ることができました。

運動基礎教室：捕る

サッカーボールを使ってインサイド
キックの練習をしたあと、１分間に
何本のカラーコーンを倒すことがで
きるか挑戦しました。

運動基礎教室：蹴る

まずは、紙鉄砲で投げ方の練習。紙
鉄砲がはじめての参加者が多く、大
きな音にビックリしていました。最
後はストラックアウトに挑戦。うま
く的に当てることができました。

運動基礎教室：投げる

八戸学院室内練習場で開催した野
球クリニックは、投球・打撃フォー
ム、捕球動作について指導。参加者
は、大学硬式野球部の選手約20名と
一緒に練習に励みました。

野球クリニック

大学陸上競技部が指導を担当した
中学生対象の陸上競技クリニック。
オフシーズンのトレーニング方法や
正しい姿勢・身体の使い方を中心に
指導しました。

陸上競技クリニック

大学の男女サッカー部の選手と参加
者が一緒にプレー。専門技術だけで
はなく、思考力を高めるためのト
レーニングを実施しました。

サッカークリニック

平日の夕方に開催されたサッカーク
リニックは、人工芝グランドで開催。
気温が低い日もありましたが、参加
者は元気いっぱい。最後に笑顔で記
念撮影が行われました。

サッカークリニック

野球クリニックには、中日ドラゴ
ンズ育成１位で指名された松山晋
也選手も参加。最後は一緒に記念
撮影！

野球クリニック
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研究室訪問

■
留
学
生
の
日
本
語

　

2
0
2
1
年
3
月
末
の
出
入
国
在
留
管
理

庁
の
統
計
に
よ
る
と
、
日
本
に
在
留
し
て
い
る

外
国
人
は
約
2
7
7
万
人
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
本
学
の
留
学
生
受
け
入
れ
は

2
0
1
9
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
こ
の
数
年
間

で
在
籍
す
る
留
学
生
は
確
実
に
増
え
て
き
ま
し

た
。
一
方
、
受
け
入
れ
を
め
ぐ
っ
て
、
多
く
の

課
題
に
も
直
面
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
日
本

語
教
育
の
在
り
方
と
異
文
化
に
よ
る
摩
擦
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。
い
か
に
留
学
生
の
日
本
語
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
向
上
さ
せ
、
授
業

を
理
解
し
て
も
ら
え
る
の
か
、
ま
た
、
い
か
に

居
心
地
よ
く
地
域
住
民
に
溶
け
込
ん
で
生
活
し

て
も
ら
え
る
の
か
を
模
索
す
る
日
々
で
す
。

　

在
学
中
の
4
年
間
ま
た
は
2
年
間
で
、
日
本

語
能
力
試
験
（
J
L
P
T
）
に
合
格
す
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
聞
く
、
話
す
、
書
く
、
読
む
の

4
つ
の
技
能
、
す
な
わ
ち
実
用
的
な
日
本
語
を

身
に
つ
け
て
も
ら
う
指
導
も
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
日
本
で
生
活
し
て
い
く
中
で
は
、
こ

の
4
つ
の
技
能
の
マ
ス
タ
ー
は
想
像
以
上
に
大

切
で
す
。
私
の
授
業
で
は
日
本
人
の
日
常
生
活

や
伝
統
文
化
、
風
習
な
ど
を
よ
り
よ
く
理
解
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
留
学
生
の
出
身
国
の

言
語
や
風
習
と
比
較
し
な
が
ら
、
実
際
に
言
語

を
使
用
す
る
場
面
に
合
わ
せ
て
、
4
つ
の
技
能

を
マ
ス
タ
ー
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。

■
や
さ
し
い
日
本
語

　

日
本
語
非
母
語
話
者
と
ス
ム
ー
ズ
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
た
め
に
、
彼
ら
に
最
低

限
の
日
本
語
の
習
得
を
求
め
る
と
同
時
に
、
日

本
語
母
語
話
者
側
も
自
分
の
考
え
が
相
手
に
伝

わ
る
よ
う
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
と
近
年
の
研

究
で
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
（
庵
功
雄

2
0
1
5
）。そ
の
調
整
過
程
に
共
通
言
語
と
し

て
成
立
す
る
の
は
「
や
さ
し
い
日
本
語
」
で
す

（
庵
功
雄
2
0
1
5
：
７
）。
調
査
に
よ
る
と
、

「
や
さ
し
い
日
本
語
」は
8
割
以
上
の
外
国
人
と

ス
ム
ー
ズ
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
る

重
要
な
言
語
形
式
で
す（
出
入
国
在
留
管
理
庁
・

文
化
庁
2
0
2
0
）。
し
た
が
っ
て
、「
や
さ
し

い
日
本
語
」
は
多
文
化
共
生
社
会
を
目
指
す
日

本
に
お
い
て
、
国
の
将
来
に
か
か
わ
る
重
要
な

政
策
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。

　

2
0
2
0
年
に
学
校
法
人
光
星
学
院
の
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
基
金
）
の
研
究

等
補
助
金
を
い
た
だ
き
、
日
本
へ
留
学
す
る
予

定
の
77
名
の
学
生
に
対
し
て
「
来
日
中
に
困
り

そ
う
な
こ
と
」
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
の
48
名
は
「
病
院
」

で
あ
る
と
の
回
答
で
し
た（
楊・安
田
2
0
2
0
）

（
当
論
文
は
2
0
2
0
年
、
公
益
財
団
法
人
青

森
学
術
文
化
振
興
財
団
の
懸
賞
論
文
に
お
い
て

奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
）。
つ
ま
り
、病
院
で

ス
ム
ー
ズ
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
る

か
ど
う
か
を
心
配
し
て
い
る
人
が
多
数
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の

中
、「
や
さ
し
い
日
本
語
」
に
つ
い
て
調
査
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、「
や
さ
し
い
日
本
語
」
へ
の
取

組
み
と
研
究
の
歴
史
は
浅
く
、
特
に
医
療
者
の

た
め
の
や
さ
し
い
日
本
語
に
関
す
る
論
考
や
教

材
は
極
め
て
少
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
経
緯
で
、
2
0
2
2
年
か
ら
本
学

と
他
大
学
の
看
護
専
門
家
、
言
語
専
門
家
と
連

携
・
協
力
し
、
外
国
人
診
療
現
場
に
お
い
て
、

「
言
葉
の
壁
」
と
「
異
文
化
の
壁
」
に
よ
る
意
思

疎
通
の
問
題
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
成
果
と
し
て
、「
Q
R
コ
ン
テ
ン
ツ

に
よ
る
医
療
者
向
け
の
会
話
と
異
文
化
異
理
解

の
『
や
さ
し
い
日
本
語
』
の
教
材
開
発
」
と
い

う
研
究
テ
ー
マ
で
科
学
研
究
費
（
基
盤
研
究
C

（
一
般
）、課
題
番
号
：
1
8
K
0
0
8
2
3
．
研

究
機
関
（
年
度
）
：
2
0
2
2
－
2
0
2
5
）
に

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

■
尊
重
し
あ
う
異
文
化

　

来
日
26
年
間
、
外
国
人
で
あ
る
私
は
日
本
の

文
化
に
慣
れ
つ
つ
も
、
日
常
的
な
些
細
な
文
化

や
習
慣
の
違
い
に
戸
惑
う
こ
と
が
多
々
あ
り
ま

す
。
異
文
化
の
違
い
か
ら
生
じ
る
誤
解
は
不
必

要
な
ト
ラ
ブ
ル
を
招
く
原
因
と
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。
そ
の
ト
ラ
ブ
ル
を
減
ら
す
た
め
に
、
文
化

摩
擦
し
な
が
ら
も
共
存
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
が
今
の
社
会
で
す
。

　

私
が
担
当
し
て
い
る
中
国
文
化
の
科
目
で

は
、
相
手
の
国
の
文
化
、
そ
し
て
習
慣
を
理
解

し
な
が
ら
円
滑
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

る
こ
と
を
学
習
目
標
と
し
て
設
定
し
て
い
ま

す
。
中
国
の
歴
史
、
文
化
、
風
習
の
相
違
を
理

論
的
に
教
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
中
国
の
茶
芸
、

太
極
拳
、
書
道
、
漢
服
の
試
着
な
ど
を
通
し
て
、

異
文
化
を
肌
で
感
じ
、
目
で
確
か
め
る
こ
と
を

心
掛
け
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
よ
り
身
近
に

異
文
化
体
験
を
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
毎
年
中

国
の
大
学
生
と
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
、
お
互
い

研究室訪問

　

国
際
社
会
や
地
域
と
の
共
存
・
協
力
を
実
現

す
る
に
は
多
く
の
手
段
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
が
、
そ
の
中
で
最
も
重
要
な
の
は
、
言
語
に

よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
手
振
り
や
身
振
り
だ
け
で

も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
は
可
能

で
す
が
、
人
間
の
き
め
細
や
か
な
感
情
を
伝
え

た
い
時
に
は
、
言
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
異
文

化
の
違
い
か
ら
生
じ
る
誤
解
を
減
ら
す
た
め
に

も
言
語
は
重
要
な
担
い
手
と
な
る
で
し
ょ
う
。

多
文
化
共
生
社
会
が
進
む
い
ま
、
相
手
の
言
葉

に
興
味
を
持
ち
、
多
様
な
価
値
観
を
で
き
る
限

り
許
容
し
な
が
ら
生
活
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

だ
と
私
は
信
じ
て
お
り
ま
す
。

■
お
も
し
ろ
い
言
語
学

　

博
士
後
期
課
程
在
籍
中
か
ら
主
に
言
語
学
に

つ
い
て
研
究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

特
に
中
国
語
の
結
果
構
文
に
つ
い
て
研
究
を
深

め
て
き
ま
し
た
。
結
果
構
文
（
私
の
研
究
で
は

「
動
結
式
」
と
呼
ぶ
）
と
は
、あ
る
行
為
の
結
果

と
し
て
、
何
ら
か
の
状
態
変
化
が
生
じ
る
こ
と

を
表
す
構
文
で
す
。
こ
の
構
文
は
中
国
語
だ
け

で
は
な
く
、日
本
語
や
英
語
で
も
観
察
さ
れ
、外

国
語
学
習
者
に
と
っ
て
は
非
常
に
マ
ス
タ
ー
し

に
く
い
構
文
の
一
つ
で
す
。

⑴
我
们
踢
赢
了
球
。

（
私
た
ち
は
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
勝
っ
た
。）

⑵
我
们
踢
破
了
球
。

（
私
た
ち
が
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
た
ら
、

サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
が
破
れ
た
。）

⑶
我
们
踢
完
了
球
。

（
私
た
ち
は
サ
ッ
カ
ー
を
し
終
わ
っ
た
。）

（
⑹
－
⑻
：
周
国
光
2
0
0
6
：
４
６
）

　

⑴
－
⑶
は
動
作
が
行
っ
た
主
体
は
す
べ
て

“
我
们
（
わ
れ
わ
れ
）”
で
あ
り
、
動
補
構
造

（「
動
詞
＋
補
語
」）
は
踢
（
蹴
る
）
赢
（
勝
つ
）」、

「
踢
（
蹴
る
）
破
（
破
れ
る
）」、「
踢
︵
蹴
る
︶

完
（
終
わ
る
）」
に
あ
た
り
ま
す
。
し
か
し
、興

味
深
い
こ
と
に
補
語
“
赢
︵
勝
つ
）”、“
破
︵
破

れ
る
）”、完
︵
終
わ
る
）”
は
文
中
の
そ
れ
ぞ
れ

違
う
対
象
を
説
明
し
て
い
ま
す
。
⑴
の
補
語

“
赢
（
勝
つ
）”
は
主
格
の
“
我
们
︵
わ
れ
わ
れ
）”、

⑵
の
補
語
“
破
︵
破
れ
る
）”
は
目
的
格
の
“
球

︵
ボ
ー
ル
）”、
⑶
の
補
語
“
完
（
終
わ
る
）”
は

前
項
述
語
の
“
踢
（
蹴
る
）”
の
状
態
を
説
明
し

て
い
ま
す
。
一
方
、
⑴
－
⑶
の
日
本
語
訳
を
観

察
す
る
と
わ
か
る
よ
う
に
、
⑶
の
み
は
「
動
詞

＋
補
語
」（
し
終
わ
る
）
の
形
式
を
と
り
、⑴
－

⑵
は
複
文
を
使
い
、
動
作
、
動
作
の
様
態
と
主

体
の
間
柄
を
表
現
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
同
じ
意
味
を
表
す
も
の
の
、
面

白
い
こ
と
に
言
語
に
よ
っ
て
表
現
の
仕
方
は
多

種
多
様
で
す
。
母
語
干
渉
が
あ
る
た
め
、
違
和

感
の
あ
る
非
文
が
作
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
が

多
々
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
問
題
点
を
常
に

意
識
し
な
が
ら
、
授
業
と
研
究
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

本
学
で
行
わ
れ
る
留
学
生
の
日
本
語
教
育
や

日
本
人
学
生
の
中
国
語
勉
強
会
、
ま
た
サ
テ
ラ

イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
を
利
用
し
て
市
民
向
け
の
中

国
語
講
座
で
も
こ
の
よ
う
な
問
題
点
を
意
識
し

な
が
ら
、
指
導
し
て
き
ま
し
た
。

言語と異文化理解が世界をつなぐ

八戸国際交流フェスタ　中国ブース（2019年） 西安外国語大学とオンライン交流（2022年）

中国文化　気功「八段錦」の体験（2022年）中国文化　書道の体験（2022年） サテライトキャンパス（八戸市美術館）
一般市民による中国語講座

八戸学院地域連携研究センター

准教授　楊　麗 栄の
生
活
、
文
化
、
風
習
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

る
と
と
も
に
、
相
手
の
言
語
や
文
化
に
対
す
る

関
心
を
高
め
、
お
互
い
に
尊
重
す
る
態
度
や
国

際
視
野
を
育
て
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

■
言
語
と
異
文
化
理
解
の
相
乗
効
果

　
「
言
語
」
と
「
異
文
化
理
解
」
は
切
り
離
し
て

語
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
言
語
は
文
化
に
影

響
さ
れ
、
文
化
は
言
語
に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
ま

す
。
言
語
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、
異
文
化
を
持

つ
相
手
を
理
解
し
、
尊
重
し
あ
う
こ
と
で
世
界

が
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

中国文化　茶道の体験（2022年）

新潟大学大学院現代社会文化研究科
共生文化専攻博士後期課程修了
2018年4月から八戸学院地域連携
　　　　　　　 研究センターに勤務
2019年4月から学校法人光星学院
　　　　　　　 国際教育局副局長兼務
研究テーマ　中国語学、日本語学、教材開発、
　　　　　　異文化理解・異文化コミュニ
　　　　　　ケーション
担 当 科 目　海外事情（中国文化）、
　　　　　　留学生のための日本語
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「八戸学院冬物語」

みんなそろって、

ハイポーズ！
きょうは、いっぱいあそぼうね！

人間健康学科の
学生77名が参加

この帽子、
似合ってる？

つぎはわたしのばん。ドキドキしてきちゃった

ゆきはこびって
たいへんだなぁ

わ～い、

はやい！
はやい！

わたしのみずいろ、
きれいでしょ！

保健体育の教員を
目指しています

八戸学院大学の講義「スキー」 in 安比高原スキー場

八戸学院聖アンナ幼稚園の雪遊び in 美保野キャンパス

八戸学院第二しののめ幼稚園の雪遊び in 種差少年自然の家
八戸学院野辺地西高校のスケート教室 in ふくちアイスアリーナ
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大　学

大　学

野西高

光星高

光星高

八戸学院 TOPICS

　健康医療学部人間健康学科大木ゼミの３年生が、「令和４年度八戸
市学生＆高校生まちづくり助成金コンペティション」で市長賞を受賞
しました。
　当ゼミは、「三八圏域における知的・精神・発達障がいのある人によ
る社会参画の促進」をテーマに、中心街を彩るまちづくりによる地域
貢献と、知的・精神・発達障がいのあるへの地域理解への働きかけ」
を目的とする事業を実践。当事者の方々と学生で話し合い、青森県の
名産からオブジェの題材を決定し、展示会を開催しました。
　熊谷市長からは、「地域の問題解決に向けた取り組みと、さまざまな
連携との協働による実践が評価できる」と講評をいただきました。

●ジョン・レゲーロ・ペロニア君（光星）【早稲田大学 合格】
　私は将来、国際線のパイロットになることを目指し、早稲田大学国際教養学部を受験しまし
た。英検１級を受検した時のことを思い出しながら英作文の勉強をし、ALT のエティエン先生
に添削指導をしてもらいました。
　大学入学後は、７つの学問分野を横断的に学びながら幅広い知識や考え方を身に付けたいと
考えています。また２年次では、海外留学をし、新しい環境に対応する異文化対応力を養い、現
地の人々の考え方や行動に理解を示したり、尊重したりしながら自分自身と向き合っていきた
いと考えています。
　そして将来は、多くの文化や価値観を理解し、人の心に寄り添うことができるような国際線
のパイロットになりたいです。

　大学スポーツ全体の活性化に繋げることを目的に毎年開催されている
「UNIVAS AWARDS 2022-23」で、ラグビー部が取組んだ「八戸学院大学
DC CONLINE for TEAM（デュアルキャリア支援セミナー）」がマイナビ賞

「人材育成支援に関する優秀取組賞」で優秀賞を受賞しました。
　ラグビー部では、人間力生成を学ぶ講義を受け、各講義ごとのテーマに
沿った課題に取組み、決定したプランを日々の部活動で実践することで自己
力の向上を目指しました。今年度は 143 件の応募があり、一次審査、二次審
査、最終審査を経て受賞しました。３月に東京で表彰式が行われます。

　男子バスケットボール部は、東京体育館で１回戦を戦い
ました。試合は、相手にリードを許し苦しい展開が続きま
したが、終了ブザーと同時に決勝点を決め、２回戦に進出。
２回戦は、逆転負けという形になったものの、全国大会で
初勝利を収めることができました。応援してくれた全ての
方に感謝しています。ありがとうございました。

大木ゼミ（3年生）が市長賞を受賞

ラグビー部が『UNIVAS AWARDS』優秀賞を受賞

悲願の全国の壁を突破！～ウインターカップを終えて～

八戸学院 TOPICS

合格おめでとう！～夢に向かって～

松山選手母校で後輩にエール

「令和４年度御下賜金記念  産業教育功労者」受賞

　私たちは、３年ぶりにウィンターカップに出場すること
が出来ました。全国のレベルの高さ、会場の雰囲気を肌で
実感しました。結果は惜しくも敗れましたが、３年間とも
に切磋琢磨してきた仲間と夢の舞台で試合が出来、一生忘
れられない最高の思い出となりました。

●澤田煌希君（野辺地西）【東京学芸大学 合格】
　私は、１年生の冬に志望大学を決め、「準備」、「人を巻き込む」、「自分を信じる」の三つのこ
とを意識して生活してきました。
　一つ目は、自分に合った選抜方法を選択するためです。二つ目は、多くの先生方に相談に乗っ
ていただいたり、小論文や面接を指導していただきました。三つ目は、今日まで努力してきた
自分を信じ、自信を持って試験に挑みました。
　両親、先生方をはじめ、多くの方々に支えられ、感謝の気持ちでいっぱいです。また、“ 合格 ”
という結果で恩返しできことをとても嬉しく思っています。本当にありがとうございました。

　本校の卒業生で「2022 年プロ野球ドラフト会議」中日ドラゴンズに育成１位に指名された
松山晋也選手（八戸学院大学４年）の講演会が行われました。
　講演会で松山選手は、「目標や夢を持ち、あきらめないことで実現できた。また、多くの
人の支えがあって夢を実現できた。皆さんも自分の目標を持ち、それを言葉に表してほし
い」と全校生徒にエールを送り、プロ野球選手として活躍することを力強く誓いました。こ
れに先立ち、当時硬式野球部監督の寺嶋恭祐先生から、「自分を見つめ直す意味で２年生の
頃からトイレ掃除に取り組んでいた。」というエピソードが披露されました。
　講演後、野球部員たちとも交流、部員たちから『体を大きくする方法』を問われた松山
選手は、「しっかり食べて」と微笑みながら丁寧に答えていました。

　令和４年度御下賜金記念「産業教育功労者」の伝達式が 11 月 18 日（金）にあり、本校の校
長補佐 齋藤 弘実 先生が表彰されました。これは、県内の実業高校における教職員の長年の功
績を顕彰するもので、齋藤先生は多年に渡り職業教育において生徒の指導にあたり、多くの人
材を社会に送り出した功績を認められたものです。
　齋藤先生の益々のご活躍を祈念しております。

野西高

野西高

1415



ス
テ
ラ
・
フ
ォ

ー

カ
ス

八戸学院３幼稚園
マスコットキャラ

ステラが行く
vol.16  

記念撮影（２歳児：つぼみクラス）

八戸学院聖アンナ幼稚園

八戸学院幼稚園

彩もにぎやかな餅つき会

みんなで一緒に「クリスマスお遊戯会」

　３学期、お正月の体験を口々に話してくれる子どもたち
は、伝統行事である餅つき会を楽しみました。
　臼と杵でついた真っ白なお餅でまずは鏡餅づくり。教員

が目の前で大きな鏡餅
の形を整えていく様子
を興味深く見学しまし
た。上に飾る橙と緑の葉
のコントラストも鮮や
かです。
　次は白い餅と食紅で
赤く色付けた餅を小さ
くちぎって“餅花”作り

　今年度のクリスマスお遊戯会は星の子シアターの関係
により当初の予定を変更し、12 月 24 日のクリスマス・
イヴに実施しました。そしてもうひとつ例年と違ったの
は、いままで別に開催していた保育クラスも参加して実施
したことでした。例年同様に園児数の関係で教育クラスは
各学年ともクラスの半数ずつ参加しての２部制、保育クラ
スは全員午前の部への参加となりました。
　オープニングはつくしクラスの合唱で「きらきらぼ
し」、一生懸命練習をした成果もあって大きな声で唄って
いました。その後のお遊戯は「おにぎりぽん！」、元気いっ
ぱいの踊りに観客席からたくさんの拍手が送られていま
した。終了後は会場後ろからサンタクロースが登場、記念

八戸学院第二しののめ幼稚園
初 !! 全園児でミニオペレッタ「夢の色ってどんな色？」
　今回のお遊戯会では、全園児で初めてミニオペ
レッタに取り組んでみました。「先生！これ楽し
い！」と音楽に合わせノリノリに踊る子どもたち。
全園児がホールに集まり練習する姿は、普段のク
ラス活動では見られない発見がありました。

　本番では、年長組
が年少組の手を取
り一緒に退場して
くれたり、年中組は
「 ○ ○ 君 の 動 き

カッコイイ」と真似して表現する姿が舞台裏でも
みられました。満 3 歳児クラスは初めてのステー

　

幼
稚
園
の
活
動
の
ひ
と
つ
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
連

携
し
た
家
庭
教
育
学
級
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で

は
、
今
年
八
戸
学
院
幼
稚
園
で
実
施
し
た
家
庭

教
育
学
級
「
性
教
育
に
お
け
る
家
庭
（
親
）
の

役
割
」
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

家
庭
教
育
学
級
の
目
的
は
、
家
庭
の
教
育
力

の
向
上
と
家
庭
・
学
校
・
地
域
の
連
携
強
化
と

さ
れ
ま
す
が
、
実
際
に
は
そ
こ
で
保
護
者
が
集

い
、
情
報
を
共
有
し
た
り
、
子
育
て
の
ス
ト
レ

ス
を
発
散
し
た
り
す
る
役
割
も
大
き
い
と
思
わ

れ
ま
す
。
そ
う
し
た
意
味
で
テ
ー
マ
の
自
由
度

は
高
い
わ
け
で
す
が
、
今
年
は
あ
え
て
「
性
教

育
」
と
い
う
と
て
も
“
真
面
目
”
な
内
容
を
選

び
ま
し
た
。
年
度
初
め
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
員
と
相

談
し
て
い
る
際
に
そ
の
話
題
が
出
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
す
が
、
園
と
し
て
大
切
に
し
た
い

「
い
の
ち
の
教
育
」
と
密
接
に
関
連
す
る
内
容

で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
講
師
に
“
当
て
”
が
あ

る
こ
と
が
大
き
な
理
由
で
し
た
。
幸
い
、
勝
手

に
期
待
を
寄
せ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
八
戸
学
院

大
学
看
護
学
科
長
の
髙
橋
雪
子
先
生
に
ご
快
諾

い
た
だ
き
、無
事
実
現
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

家
庭
教
育
学
級
は
８
月
に
実
施
さ
れ
、
講
義

終
了
後
の
質
疑
応
答
が
大
変
盛
り
上
が
っ
た
こ

と
か
ら
、
11
月
に
行
わ
れ
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
「
マ

マ
Ｃ
ａ
ｆ
é
（
マ
マ
達
集
い
の
お
話
・
相
談
カ

フ
ェ
）」
に
も
保
護
者
の
リ
ク
エ
ス
ト
で
髙
橋

先
生
を
お
呼
び
し
、そ
ち
ら
も
大
好
評
で
し
た
。

な
お
、
８
月
の
講
座
に
つ
い
て
は
保
護
者
向
け

に
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
配
信
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

８
月
の
講
座
の
前
に
寄
せ
ら
れ
た
質
問
事
項

を
見
る
と
、
将
来
子
ど
も
に
ど
の
よ
う
に
性
に

つ
い
て
伝
え
た
ら
よ
い
の
か
と
い
う
不
安
を
抱

え
て
い
る
方
と
、
現
在
子
ど
も
の
性
器
い
じ
り

に
悩
ん
で
い
る
と
い
う
方
の
二
通
り
が
あ
り
ま

し
た
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
髙
橋
先
生
が
事
前

に
保
護
者
に
向
け
た
お
便
り
に
書
い
て
く
だ

さ
っ
た
よ
う
に
、
今
の
日
本
の
性
教
育
が
「
子

ど
も
た
ち
の
成
長
や
環
境
に
合
っ
て
い
な
い
」

た
め
だ
と
思
い
ま
す
。
日
本
の
性
教
育
が
遅
れ

て
い
る
こ
と
は
以
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
等
に
よ
っ
て
、

そ
の
ズ
レ
が
い
っ
そ
う
大
き
く
な
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
講
座
の
内
容
を
詳
し
く
お
伝
え
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
髙
橋
先
生
ご
自
身
が
小
中
学
校

八
戸
学
院
幼
稚
園

　
　
家
庭
教
育
学
級
の
試
み

　
　
　
　
　
～
性
教
育
か
ら
い
の
ち
の
教
育
へ
～

や
高
校
で
実
施
さ
れ
て
い
る
性
教
育
の
内
容
を

伝
え
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
保
護
者
に
は
先
々

へ
の
見
通
し
が
得
ら
れ
、
安
心
感
に
つ
な
が
っ

た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
私
自
身
も
「
目
か
ら

鱗
」
の
よ
う
な
思
い
が
し
ま
し
た
。
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
の
お
便
り
に
書
か
れ
た
、パ
パ
や
マ
マ
、

教
員
に
も
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
あ
る
（
体
と
同
じ

く
体
験
に
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ゾ
ー
ン
が
あ
る
）、

だ
か
ら
子
ど
も
か
ら
の
質
問
に
正
直
に
何
も

か
も
答
え
る
必
要
は
な
い
と
い
う
お
話
も
心
に

残
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
後
者
の
保
護
者
に
と
っ
て
切
実
な
悩

み
に
つ
い
て
は
、
心
配
不
要
で
あ
る
こ
と
と
具

体
的
な
対
処
方
法
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
て
く

だ
さ
っ
た
の
で
、
幼
稚
園
の
保
育
者
と
も
共
有

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

マ
マ
カ
フ
ェ
の
方
は
、
故
日
野
原
重
明
医
師

の
「
い
の
ち
は
時
間
」
と
い
う
こ
と
ば
で
一
番

盛
り
上
が
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
を
伺
っ
て
、

ま
さ
に
性
は
「
い
の
ち
」
に
つ
な
が
る
問
題
だ

と
実
感
し
ま
し
た
。
八
戸
学
院
大
学
で
は
次
年

度
「
別
科
助
産
専
攻
」
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
大
学
・
短
大
と
連
携
し
て
、
幼
稚

園
の
「
い
の
ち
の
教
育
」
を
推
進
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

写真を撮影しプレゼントをもらって嬉しそうなつくしク
ラスの皆さんでした。
　今年度は運動会も全園児で実施したこともあり、今後も
様々な行事でお兄さんやお姉さんたちとの交流が生まれ
ることを期待しています。

寄贈いただいた図書（一部貸し出し中）

8月27日家庭教育学級

ジ。お兄さんやお姉さんと一緒に最後まで堂々と
演技を楽しんでいました。
　自分のことだけでなく、お友だちのことも考えて
行動し、みんなで一致団結して可愛いミニオペレッ
タをつくり上げることができました。

を経験しました。昔から小正月に五穀豊穣を願い飾る風習
のある餅花。「今年もおいしいご飯が食べられますように」
感謝と願いを込めて作りました。ミズキの枝にちぎった餅
を巻き付ける様子は真剣そのものです。でも、表情は和や
かで幸せを感じる時間でした。
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to receive a visitor
2022

法 官 新 一
Shinichi Hogan

理 事 長
散 策

2022年もたくさんの学生・生徒の
皆さんが会いにきてくれました。

コロナに負けず、活躍する姿に元気と
勇気をもらいました。

ありがとう！

2022年もたくさんの学生・生徒の
皆さんが会いにきてくれました。

コロナに負けず、活躍する姿に元気と
勇気をもらいました。

ありがとう！

秋山選手のゴールデングラブ賞のトロフィーとスパイク

学生・生徒が訪れる部屋には、
本学卒業生でプロ野球の秋山
省吾選手のバットやスパイク
など、貴重な品が飾られてい
ます。

プロ野球で
活躍する選手の…

八学大女子バスケットボール部 八学大男子サッカー部

八学大自転車競技部

八短大介護福祉学科（留学生挨拶） 八短大幼児保育学科（ゼミナール活動報告）

八学大ラグビー部 光星高バスケットボール部（男女）

光星高硬式野球部
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★八戸学院幼稚園

四本松交差点

ケーズデンキ●
光星学院通店

市営三島上バス停

●八戸東消防署

陸奥湊駅

白銀駅
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八戸学院幼稚園
陽だまりの中の「図書コーナー」

八戸学院幼稚園

　
本
園
の
図
書
コ
ー
ナ
ー
は
園
舎
中
心

部
ホ
ー
ル
前
の
南
側
に
設
置
さ
れ
て
い

て
、
日
中
は
陽
の
光
が
降
り
注
ぐ
、
と

て
も
明
る
い
ス
ペ
ー
ス
で
す
。

　
そ
の
図
書
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
日
本
の

昔
話
や
世
界
の
童
話
の
絵
本
、
植
物
や

動
物
な
ど
を
紹
介
す
る
自
然
科
学
の
絵

本
、
そ
の
ほ
か
文
字
や
数
字
を
学
習
す

る
書
籍
な
ど
、
常
時
7
0
0
冊
ほ
ど

を
配
架
し
て
い
ま
す
。

　
登
園
後
す
ぐ
に
駆
け
付
け
る
園
児
も

い
る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は

陽
だ
ま
り
の
中
で
の
読
書
が
、
園
で
の

楽
し
み
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

畳の図書コーナーも設置


